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平
成
二
十
五
年
九
月
の
一
ノ
倉
沢
の

計
画
を
皮
切
り
に
、
二
十
六
年
度
は
年

間
四
回
の
計
画
を
立
て
た
。
群
馬
県
山

岳
連
盟
で
ま
さ
か
子
供
た
ち
を
ハ
イ
キ

ン
グ
に
と
は
い
か
な
い
。
当
然
そ
ん
な

こ
と
は
思
っ
て
も
み
な
い
こ
と
で
あ
る

が
。

　

場
所
は
何
処
に
す
る
か
、
そ
れ
は
谷

川
中
心
で
行
こ
う
と
決
ま
っ
た
。
軽
い

も
の
だ
と
最
初
は
思
っ
た
が
、
具
体
的

な
計
画
を
立
て
て
み
る
と
か
な
り
大
変

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
昨
年
の
一
ノ
倉
沢
で
は
、
事

前
の
状
況
偵
察
に
四
回
出
か
け
た
。
大

雨
な
ど
に
よ
り
前
回
の
偵
察
時
に
は
な

か
っ
た
は
ず
の
流
木
が
沢
を
跨
い
で
い

た
り
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
を
安
心
し
て

沢
登
り
を
さ
せ
る
に
は
十
分
な
偵
察
が

欠
か
せ
な
い
。
年
間
四
回
の
実
施
と
も

な
れ
ば
、
各
回
の
状
況
偵
察
だ
け
で
も

相
当
な
日
数
が
必
要
だ
。
と
て
も
日
曜

日
だ
け
で
は
足
り
な
い
。

　

二
十
六
年
度
の
計
画
は
三
月
湯
檜
曽

川
沿
い
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
六
月
天
神
尾

根
よ
り
谷
川
山
頂
、
八
月
一
ノ
倉
沢

（
一
ノ
沢
出
合
ま
で
）、
九
月
マ
チ
ガ
沢

大
滝
（
大
滝
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

二
十
七
年
三
月
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
し

た
。

　

準
備
段
取
り
を
含
め
特
に
夏
場
そ
ん

な
に
我
々
に
時
間
が
取
れ
る
の
か
心
配

で
は
あ
っ
た
が
、
無
事
計
画
通
り
マ
チ

ガ
沢
大
滝
（
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

ま
で
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
回

は
三
月
と
六
月
の
二
回
分
を
掲
載
し
次

号
で
八
月
一
ノ
倉
沢
、
九
月
マ
チ
ガ
沢

大
滝
を
掲
載
す
る
。

❖
「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
湯
檜
曽
川
沿
い
」

期
　
日　

平
成
二
十
六
年
三
月
十
五
日

（
土
）
午
後
一
時
よ
り　

十
六
日(

日)

　

雨
天
決
行

場
　
所　

谷
川
岳
湯
檜
曽
川
沿
い
一
ノ

倉
沢
出
合
往
復

コ
ー
ス　

谷
川
岳
山
岳
資
料
館
〜
土
合

橋
〜
マ
チ
ガ
沢
出
合
〜
一
ノ

倉
沢
出
合
〜
マ
チ
ガ
沢
出
合

〜
土
合
橋
〜
山
岳
資
料
館

募
　
集　

十
五
名
（
先
着
順
）

参
加
対
象
者　

小
学
三
年
生
〜
中
学
三

年
生

実
参
加
者
　
ジ
ュ
ニ
ア
八
名　

同
行
保

護
者
五
名
（
宿
泊
保
護
者
七

名
）

　
　
　
　

参
加
ス
タ
ッ
フ
十
一
名

募
集
方
法　

上
毛
新
聞
掲
載
、口
コ
ミ
、

前
回
参
加
者
へ
案
内

参
加
費　

ジ
ュ
ニ
ア
三
千
円
・
宿
泊
保

護
者
二
千
円

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
　
　
　
　
　

小

泉

俊

夫

チ
ャ
レ
ン
ジ 

キ
ッ
ズ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４

春
か
ら
秋
の
谷
川
山
系
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概
　
要

最
初
の
仕
事
は
、
谷
川
岳
山
岳
資
料
館

入
口
の
除
雪
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
プ
と
ス

ノ
ー
ソ
ー
で
一
時
間
ほ
ど
か
か
っ
た
が
、

資
料
館
入
口
と
車
の
よ
け
る
部
分
の
除

雪
が
終
わ
る
。
受
け
入
れ
態
勢
完
了
で

あ
る
。

　

受
付
後
、
ジ
ュ
ニ
ア
達
は
早
速
、
明

日
に
備
え
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
に
よ
る
歩

行
練
習
を
行
う
。
山
岳
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア

委
員
会
購
入
の
新
品
ス
パ
ッ
ツ
を
履
き
、

レ
ン
タ
ル
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
装
着
す

る
ま
で
が
一
苦
労
で
あ
っ
た
が
、

履
い
て
し
ま
え
ば
あ
と
は
全
く

問
題
な
く
、
資
料
館
周
辺
の
雪

の
吹
き
溜
ま
り
の
中
を
歩
き
回

る
。
前
回
の
時
も
そ
う
だ
っ
た

が
、
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
子
ど
も

た
ち
を
見
て
い
る
と
楽
し
く
な

る
。

　

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
練
習

を
終
了
し
、
今
日
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
雪
洞
作
り
を
開

始
す
る
。
予
定
で
は
イ
グ
ル
ー

で
あ
っ
た
が
、

時
間
が
足
り

な
い
と
い
う

事
で
、
雪
洞
に
変
更

す
る
。
場
所
は
、
資

料
館
前
東
端
の
吹
き

溜
ま
り
が
壁
に
な
っ

た
と
こ
ろ
を
指
定
す

る
。

　

最
初
の
入
口
作
り

は
、
な
か
な
か
難
し

い
た
め
山
岳
連
盟
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
、
後

の
穴
掘
り
を
交
代
で

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
が
行

う
。
う
ま
く
い
く
も

の
で
穴
を
掘
る
子
、

雪
を
外
に
運
ぶ
子
と

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
良
く
（
が
、
勝
手

に
遊
ぶ
子
も
い
る
）
作
業
は
進
む
が
、

時
間
は
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
く
。
両
サ

イ
ド
か
ら
堀
り
進
め
た
穴
が
無
事
ド
ッ

キ
ン
グ
出
来
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
何

と
か
時
間
内
に
完
成
。「
今
夜
こ
こ
に

寝
る
か
？
」
の
質
問
に
は
誰
も
返
事
を

し
な
か
っ
た
。

　

夜
は
、
吉
田
副
会
長
を
講
師
に
、
資

料
館
の
学
習
室
で
、
雪
山
の
楽
し
さ
や

危
険
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な
が
ら
行
っ
た
。

　

翌
朝
朝
食
を
済
ま
せ
、
い
よ
い
よ
出

発
の
準
備
、
昨
夜
騒
ぎ
す
ぎ
た
の
か
、

眠
そ
う
な
ジ
ュ
ニ
ア
達
。
装
備
を
担
い

で
土
合
橋
に
向
か
う
。
今
日
は
午
後
か

ら
雨
模
様
と
の
天
気
予
想
と
、
か
な
り

の
入
山
者
が
い
る
と
の
情
報
な
の
で
、

混
雑
す
る
前
に
一
足
先
に
と
い
う
事
で

歩
き
始
め
る
。

　

昨
日
の
練
習
の
成
果
で
、
問
題
な
く

樹
林
の
中
を
進
む
。
な
る
べ
く
踏
み
跡

の
な
い
と
こ
ろ
を
、
楽
し
く
ジ
グ
ザ
グ

に
歩
く
。
昨
日
の
雪
洞
堀
で
、
ズ
ボ
ズ

ボ
埋
ま
る
の
を
体
験
済
み
だ
が
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
、
雪
の
中
に

埋
ま
ら
ず
に
歩
け
る
こ
と
を
実
感
す

る
。

　

天
候
も
良
く
子
供
た
ち
皆
走
り
出
し

た
そ
う
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
駐
車
場
の

東
屋
が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
。

　

マ
チ
ガ
沢
出
合
で
小
休

止
。
い
よ
い
よ
昨
年
九
月

の
一
ノ
倉
沢
沢
登
り
で
通

過
し
た
ル
ー
ト
に
な
る
。

九
月
に
も
参
加
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
達
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

雪
の
多
さ
で
、
そ
れ
が
同

じ
場
所
と
は
み
ん
な
信
じ

ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

快
晴
青
空
の
下
、
雪
原
の

左
手
に
は
東
面
の
岸
壁
群

が
続
き
、
堅
炭
岩
か
ら
武

能
岳
と
続
く
。
見
事
な
眺

め
だ
。
が
、
子
供
た
ち
は

そ
ん
な
こ
と
に
は
見
向
き
も
せ
ず
、
走

る
、
走
る
。
混
雑
を
想
定
し
て
早
発
ち

し
た
の
が
よ
か
っ
た
。
我
々
だ
け
の
一

ノ
倉
沢
出
合
着
だ
っ
た
。
記
念
撮
影
を

済
ま
せ
た
こ
ろ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
人
が

集
ま
り
始
め
る
。

　

下
山
を
開
始
す
る
と
、
予
想
通
り
、

来
る
わ
来
る
わ
、
人
の
群
れ
が
も
の
す

ご
い
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
人
気
コ
ー
ス
な

の
だ
と
実
感
。
雪
に
す
っ
か
り
と
慣
れ

た
ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
は
、
や
は
り
速
い
。

疲
れ
知
ら
ず
だ
。
予
定
よ
り
早
く
谷
川

岳
山
岳
資
料
館
に
着
く
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
、
保
護
者
よ
り
装
備
を
回

収
、
点
検
後
、
講
評
と
修
了
証
を
渡
し

「
ま
た
ね
」
の
あ
い
さ
つ
で
解
散
す
る
。

スノーシュー出発

樹林を行く

雪山の勉強
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の
こ
と
な
ど
話
し
な
が
ら
歩
く
（
ジ
ュ

ニ
ア
達
に
は
何
の
こ
と
や
ら
）。
一
ノ

倉
沢
出
合
か
ら
幽
ノ
沢
へ
、
や
が
て
虹

芝
寮
へ
下
る
分
岐
を
過
ぎ
芝
倉
沢
へ
と

歩
く
。ス
タ
ッ
フ
が
歌
好
き
な
ら
、ジ
ュ

ニ
ア
達
と
合
唱
で
も
し
な
が
ら
歩
く
雰

囲
気
だ
。
や
が
て
残
雪
に
埋
ま
っ
た
芝

倉
沢
出
合
間
近
と
な
っ
た
が
、
残
念
な

が
ら
雪
の
状
態
が
悪
く
近
づ
け
な
い
。

手
前
で
記
念
撮
影
し
虹
芝
寮
へ
と
向
か

う
。

　

虹
芝
寮
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
訪
れ

る
誰
も
が
「
来
た
時
よ
り
も
美
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
掃
除
、
整
理
整
頓
を
心

掛
け
、
こ
こ
を
守
っ
て
き
た
こ
と
を
痛

感
し
た
。
食
事
の
時
間
を
利
用
し
、
虹

芝
尞
の
歴
史
や
こ
の
施
設
を
お
借
り
し

た
経
過
な
ど
の
説
明
を
す
る
。
そ
れ
を

聞
い
て
、
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
ジ
ュ

ニ
ア
達
は
食
事
が
済
む
と
部
屋
中
の
探

検
と
ば
か
り
に
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
部
屋

中
、
内
外
を
駆
け
巡
る
。
い
く
ら
制
し

て
も
聞
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
時

間
が
来
て
、
帰
る
と
き
に
は
、
ジ
ュ
ニ

ア
達
も
部
屋
の
掃
除
は
真
剣
に
や
っ
て

い
た
。
鍵
を
閉
め
る
と
き
に
、
あ
ら
た

め
て
部
屋
を
見
渡
し
、
虹
芝
尞
の
歴
史

を
感
じ
た
。

　

途
中
蛇
に
出
会
っ
て
の
大
騒
ぎ
等
も

あ
っ
た
が
、
今
回
の
コ
ー
ス
は
ジ
ュ
ニ

ア
達
に
は
少
し
物
足
り
な
さ
も
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
三
月
の
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
の
時
に
雪
に
埋
も
れ
て
い

た
、
マ
チ
ガ
沢
駐
車
場
の
東
屋
の
全
貌

を
見
て
、
雪
の
あ
る
時
と
無
い
時
期
の

変
化
に
驚
い
た
り
、虹
芝
尞
で
の
掃
除
、

雑
巾
が
け
等
、
ジ
ュ
ニ
ア
達
に
と
っ
て

良
い
体
験
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

担
当
ス
タ
ッ
フ

・
Ｃ
Ｌ　

金
子
一
実　

・
挨
拶 

八
木

原
圀
明　

・
写
真 

小
泉
俊
夫　

・
行

動
サ
ポ
ー
ト　

湯
沢
好
夫　

高
橋
守
男

　

小
暮
文
彦　

後
藤
文
明

行
動
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い

事
業
で
あ
っ
た
。
夜
の
食
事
は
参
加
者

個
々
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
が
、
八
木
原

会
長
差
し
入
れ
の
生
ハ
ム
に
、
ス
タ
ッ

フ
・
参
加
者
全
員
で
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、

お
茶
に
コ
ー
ヒ
ー
、大
人
は
酒
宴
に
と
、

歓
談
も
で
き
た
。

　

歩
き
な
が
ら
の
保
護
者
と
の
会
話
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
保
護
者
共
々
、
こ
の
群
馬
県

山
岳
連
盟
の
事
業
に
期
待
し
て
い
る
と

の
こ
と
、
こ
れ
に
は
我
々
も
熱
い
心
で

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

担
当
ス
タ
ッ
フ

・
Ｃ
Ｌ　

金
子
一
実　

・
雪
山
講
習　

吉
田
直
人　

・
医
療　

田
中
壯
吉　

・

写
真　

小
泉
俊
夫　

・
行
動
サ
ポ
ー
ト

　

八
木
原
圀
明　

小
暮
文
彦　

高
橋
守

男　

吉
田
文
江　

阿
部
悦
子　

・
他
岳

連
外
協
力
者
二
名

購
入
備
品

ジ
ュ
ニ
ア
用
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
15
足

レ
ン
タ
ル
装
備

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー　

15
セ
ッ
ト　

ス
ト
ッ

ク　

15
セ
ッ
ト

❖
「
谷
川
岳
旧
道
か
ら

　
　
　
谷
川
開
拓
の
虹
芝
寮
を
巡
る
」

期
　
日　

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
一

日
（
土
）　

場
　
所　

谷
川
岳
旧
道
か
ら
虹
芝
寮

コ
ー
ス　

谷
川
岳
山
岳
資
料
館
〜
旧
道

マ
チ
ガ
沢
出
合
〜
一
ノ
倉
沢

出
合
〜
幽
の
沢
出
合
〜
芝
倉

沢
出
合
〜
虹
芝
寮
〜
新
道
経

由
谷
川
岳
山
岳
資
料
館

募
　
集　

十
五
名
（
先
着
順
）
参
加
対

象
者　

小
学
三
年
生
〜
中
学

三
年
生

実
参
加
者　

十
名　

同
行
保
護
者
五
名

　
　
　
　

参
加
ス
タ
ッ
フ　

七
名

募
集
方
法　

上
毛
新
聞
、
口
コ
ミ
、
前

回
参
加
者
へ
案
内　

参
加
費　

ジ
ュ
ニ
ア　

三
千
円
（
初
回

者
は
四
千
円
）

概
　
要

　

当
初
計
画
は
、「
谷
川
岳
山
頂
に
登
ら

せ
よ
う
。」
で
、
天
神
尾
根
経
由
谷
川

岳
山
頂
ト
マ
ノ
耳
の
往
復
で
あ
っ
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
今
年
に
限
り
？
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
点
検
で
休
業
中
の
事
態
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
は
西
黒
尾
根
か

ら
登
る
か
な
ど
の
議
論
の
末
、
応
募
参

加
者
に
も
よ
る
が
、
残
雪
（
天
神
尾
根

に
も
あ
る
が
）
の
状
況
、
コ
ー
ス
の
長

さ
な
ど
か
ら
大
変
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
多
く
出
た
。
そ
こ
で
歴
史
あ
る

虹
芝
寮
を
訪
ね
な
が
ら
、
旧
道
、
新
道

と
歩
く
の
も
い
い
の
で
は
と
い
う
事
で
、

コ
ー
ス
の
変
更
を
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
、同
意
を
得
る
た
め
に
電
話
連
絡
で
、

全
員
の
参
加
者
よ
り
了

解
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

早
速
八
木
原
会
長
に
、

虹
芝
寮
利
用
の
お
願
い

を
成
蹊
高
校
に
依
頼
を

し
て
も
ら
い
、
使
用
の

許
可
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

当
日
は
新
緑
の
中
を

楽
し
く
旧
道
を
歩
い
た
。

マ
ム
シ
岩
で
は
ジ
ュ
ニ

ア
達
数
人
は
登
ら
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。
旧
道

の
歴
史
や
苔
む
し
た
石

垣
の
歴
史
な
ど
、
当
時

まむし岩

芝倉沢
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趣
旨　

山
や
森
林
に
親
し
み
、
学
び
、

そ
の
恵
み
に
感
謝
し
、
そ
こ
を
守
る
取

り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
楽
し

く
安
全
に
故
郷
の
山
を
登
山
し
、
登
山

の
喜
び
を
味
わ
い
、
健
康
と
体
力
の
保

持
増
進
を
図
る
。
ま
た
、
群
馬
県
秋
の

環
境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
清
掃
活

動
を
実
施
す
る
。

主
催　

群
馬
県
山
岳
連
盟

共
催　
『
ぐ
ん
ま
山
と
森
の
月
間
』

推
進
協
議
会

後
援　

群
馬
県
、（
公
財
）
群
馬

県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
み

ど
り
市
、
み
ど
り
市
教

育
委
員
会
、
み
ど
り
市

体
育
協
会

期
日　

平
成
二
十
六
年
十
月
二

十
六
日

会
場　

氷
室
山
（
一
一
二
三
ｍ
） 

　
　
　

根
本
山
（
一
一
九
九
ｍ
）

　

第
三
十
七
回
県
民
登
山
大
会
は
、
群

馬
の
東
部
み
ど
り
市
東
町
沢
入
地
内
氷

室
山
と
根
本
山
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。

　

本
年
か
ら
主
管
団
体
方
式
か
ら
群
馬

岳
連
全
体
の
管
理
運
営
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
県
山
岳
連
盟
役
員
三
十
九

名
の
出
席
を
受
け
、
一
般
参
加
者
は
、

氷
室
山
コ
ー
ス
三
十
八
名
、
根
本
山

コ
ー
ス
二
十
五
名
、
合
計
九
十
七
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
大
間
々
山
岳
会
と
桐
生
山
岳
会

が
、
担
当
角
田
二
三
男
岳
連
副
会
長
と

協
力
し
、
コ
ー
ス
選
定
及
び
コ
ー
ス
整

備
に
携
わ
り
、
天
候
も
、
閉
会
帰
宅
時

に
降
雨
と
い
う
幸
運
に
も
恵
ま
れ
て
、

事
故
も
な
く
、
紅
葉
の
山
を
存
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

　

ま
ず
コ
ー
ス
選
定
で
は
、
近
年
の
参

加
者
の
内
容
か
ら
検
討
を
行
な
っ
て
、

四
時
間
半
の
一
般
コ
ー
ス
と
し
て
氷
室

山
、
六
時
間
の
健
脚
コ
ー
ス
と
し
て
根

本
山
を
決
定
し
た
。
両
山
と
も
、
近
頃

の
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー
ム
で
も
桐
生
及
び

栃
木
県
方
面
か
ら
の
入
山
が
多
く
、
み

ど
り
市
側
は
、
登
山
道
は
一
部
踏
跡
・

獣
道
に
近
く
、
標
識
も
少
な
く
、
地
図

と
コ
ン
パ
ス
が
必
携
品
と
い
う
ル
ー
ト

だ
が
、
安
全
登
山
の
啓
蒙
普
及
を
は
か

る
こ
と
が
岳
連
活
動
の
役
割
の
一
つ
で

も
あ
ろ
う
と
決
定
し
た
。
一
般
参
加
者

の
あ
る
方
か
ら
、「
こ
の
よ
う
な
機
会
で

な
い
と
、
個
人
で
は
来
ら
れ
な
か
っ
た

か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
い
い
経
験
が
で

き
て
、
こ
れ
か
ら
の
登
山
で
、
地
図
と

コ
ン
パ
ス
が
読
め
る
よ
う
に
勉
強
し
ま

す
」
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
役
員
の

一
人
と
し
て
労
が
報
わ
れ
、
少
な
か
ら

ず
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
山
の
遭
難

事
故
の
原
因
の
上
位
を
占
め
る
道
迷
い

が
少
し
で
も
減
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

総
括
と
し
て
、
県
民
登
山
大
会
が
、

主
管
で
き
る
団
体
が
少
な
く
な
っ
た
と

の
理
由
で
、
岳
連
全
体
の
行
事
と
な
っ

た
初
年
で
あ
っ
た
が
、
佐
藤
理
事
長
か

ら
角
田
副
会
長
に
行
事
責
任
者
依
頼
が

あ
っ
た
の
が
六
月
に
入
っ
て
で
あ
り
、

コ
ー
ス
選
定
及
び
整
備
に
時
間
が
不
足

し
て
い
た
。
十
月
理
事
会
で
八
木
原
会

長
よ
り
、
コ
ー
ス
の
橋
の
整
備
と
危
険

個
所
の
ロ
ー
プ
固
定
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
整
備
等
の
協
力
に
つ
い
て

役
員
に
檄
が
と
ば
さ
れ
、
岳
連
行

事
な
の
だ
か
ら
と
ご
協
力
い
た
だ

い
た
役
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
見
で
す
が
、
第
三
十

八
回
大
会
は
、
四
月
に
は
地
域
選

定
、
運
営
役
員
の
選
定
に
入
り
、

十
月
に
は
皆
の
協
力
で
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

ぐ
ん
ま
山
の
日
制
定
記
念

第
30
回
群
馬
県
民
の
日
記
念
事
業

第
37
回
県
民
登
山
大
会
報
告大

間
々
山
岳
会
　
藤

沼

隆

男

休憩後出発

危険個所通過

ベテランの説明
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平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
二
日
、
日
山
協
雪
崩
研
修
会
が
谷

川
岳
土
合　

天
神
ロ
ッ
ヂ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
椅
子
に
座
る
の
が
惜
し
い
ほ
ど

の
快
晴
の
中
、日
山
協
遭
対
常
任
委
員
、

指
導
常
任
委
員
、
ほ
か
約
二
十
名
が
参

加
し
、
講
習
会
で
は
ど
こ
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
て
進
め
て
い
く
か
と
い
う
内
容
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
は
山
岳
会
に
所
属
し
て
間
も
な
い

身
で
す
の
で
新
人
目
線
で
感
想
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
月
に
土
合

で
行
わ
れ
た
冬
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

に
参
加
し
た
と
き
の
講
師
の
方
々
と
並

ん
で
研
修
を
受
け
る
の
は
何
と
も
場
違

い
な
気
持
ち
で
し
た
。
が
、
と
に
か
く

積
雪
安
定
性
の
評
価
が
あ
い
ま
い
で
自

分
で
は
判
断
が
難
し
い
点
、
座
学
で
の

復
習
が
で
き
る
点
に
期
待
し
て
参
加
を

希
望
し
ま
し
た
。
講
師
は
遭
対
常
任
委

員
の
Ｆ
さ
ん
で
す
。
複

数
の
団
体
に
所
属
し
、

所
属
の
枠
を
超
え
て

知
識
を
お
持
ち
の
姿

に
感
服
し
ま
し
た
。
雪

崩
に
遭
う
こ
と
や
目

の
前
で
起
こ
る
こ
と

は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん

し
、
あ
っ
て
も
困
り
ま

す
が
画
像
や
映
像
で

の
説
明
が
多
か
っ
た

お
か
げ
で
自
分
や
仲

間
が
雪
崩
に
遭
っ
た

場
面
を
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
や
す
く
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
身
に

つ
き
や
す
く
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
よ

く
視
覚
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
量
の
割
合

は
約
八
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
や
は

り
映
像
の
効
果
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

座
っ
て
ば
か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

午
後
は
外
に
出
て
積
雪
の
チ
ェ
ッ
ク
も

行
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の
問
題
点

は
、
積
雪
の
評
価
と
安
定
性
の
判
断
で

す
が
、
こ
こ
で
は
講
師
の
方
が
受
講
生

に
は
ど
う
伝
え
て
い
い
の
か
、
ど
こ
ま

で
言
っ
て
い
い
の
か
と
質
問
を
投
げ
か

け
て
い
ま
し
た
。受
講
生
の
前
に
立
ち
、

少
々
の
笑
い
を
交
え
な
が
ら
流
れ
る
よ

う
に
講
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
影
に
は

苦
心
が
あ
る
の
だ
と
講
習
会
の
裏
側
を

覗
い
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
以
前
の

冬
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
生
の
雪
崩
埋
没

経
験
者
か
ら
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
た

お
か
げ
で
低
体
温
症
に
な
ら
な
か
っ
た

と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
紹
介
し
、
こ
れ

ま
で
教
え
て
い
た
雪
崩
地
形
通
過
の
際
、

ザ
ッ
ク
ベ
ル
ト
を
外
す
こ
と
に
つ
い
て

疑
問
を
持
ち
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
従

来
の
教
え
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
新
し

い
情
報
に
柔
軟
で
い
る
姿
勢
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。　

　

夜
の
親
睦
会
で
は
、
地
元
の
お
酒
を

持
ち
込
み
た
く
さ
ん
の
日
本
酒
が
並
び

ま
し
た
。
遠
方
か
ら
こ
の
会
場
ま
で
の

道
中
の
話
や
家
族
旅
行
の
話
な
ど
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
内
容
が
濃
く
楽
し
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
意
外
に
も
山
ス
キ
ー

を
や
る
方
が
多
く
、
も
っ
と
話
を
聞
き

た
か
っ
た
と
帰
宅
途
中
に
寄
っ
た
ス

キ
ー
場
で
後
悔
し
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、

お
酒
が
強
く
翌
日
も
元
気
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
今
回
の
研
修
会
は
知
識

の
底
上
げ
以
上
に
、
習
う
の
で
は
な
く

学
ぶ
と
い
う
こ
と
、
ど
ん
な
姿
勢
で
い

る
か
で
情
報
の
吸
収
は
変
わ
っ
て
く
る

も
の
だ
と
得
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

新
人
会
員
に
も
参
加
の
門
を
開
い
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
元
気
よ
く
雪
の
上
に
出
か
け
て

い
き
ま
す
。

日
山
協
雪
崩
研
修
会
に
参
加
し
て

前
橋
山
岳
会
　
神

垣

聖

子積雪状態を観察する様子

講習会をシミュレーションした教え方に関するディスカッション
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
六
日
の
群
馬

カ
ッ
プ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン
ペ
に
撮
影

係
で
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
…
ハ
リ
ボ

テ
で
作
ら
れ
た
チ
ム
ニ
ー
を
通
過
し
て

い
く
課
題
が
あ
っ
た
の
で
「
本
番
み
た

い
で
面
白
い
で
す
ね
」
と
競
技
役
員
の

一
人
に
話
し
掛
け
た
ら
「
い
や
国
体
で

は
こ
う
い
う
の
は
な
い
で
す
」と
…「
あ
、

本
番
と
は
山
で
の
岩
壁
登
攀
の
意
味
で

す
が
」
と
私
…
し
か
し
彼
か
ら
そ
れ
以

上
の
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

の
意
中
に
は
山
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は

無
い
の
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

競
技
（
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
に
傾
注

し
て
い
る
人
は
勝
て
る
自
分
を
作
る
の

が
一
番
大
切
で
す
か
ら
登
山
す
る
・
考

え
る
余
裕
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

あ
、
い
や
傾
注
と
い
う
よ
り
「
野
外
に

出
る
、
山
に
登
る
」
こ
と
を
考
え
る
こ

と
も
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

似
た
よ
う
な
話
を
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
ガ

イ
ド
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ス
キ
ー
を
や
っ
て
い
る
人
（
競

技
ス
キ
ー
ヤ
ー
）
に
「
登
山
と
ス
キ
ー

と
は
元
は
一
緒
の
も
の
で
す
。
山
と
仲

良
く
し
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
も
「
何

を
言
っ
て
ん
だ
？
こ
の
オ
ッ
サ
ン
」
て

な
調
子
で
す
と
。

　

今
、
国
体
の
山
岳
競
技
が
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
種
目
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

一
人
歩
き
し
て　

…
山
岳
連
盟
活
動
の

復
興
の
一
助
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
た

の
に
気
が
つ
い
て
み
た
ら
元
は
登
山
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
分
か
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
ま

す
。
そ
う
い
う
訳
で
数
年
前
に
東
北
六

県
で
国
体
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
種
目
が
で

き
な
い･･･

ど
う
考
え
る･･･

の
話
題

の
時
、
私
は
「
以
前
の
ス
タ
イ
ル
に
戻

し
た
ら
」
と
述
べ
ま
し
た
…
今
東
北
六

県
の
方
々
が
ど
う
い
う
状
況
・
ど
う
考

え
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
。

　

私
は
競
技
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
否
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

が
登
山
活
動
で
は
な
い
と
常
々
考
え
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
『
本
番
』
が
山
で

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
な
く
、
国
体
競
技

会
で
あ
る
…
と
は
、
な
ん
と
も
馴
染
め

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昔
の
話
で
す
が
一
九
七
一
年
頃
の
雑

誌
「
山
と
渓
谷
」
の
編
集
後
記
に
『
あ

る
高
校
山
岳
部
を
取
材
し
た
ら
、
僕
達

の
目
標
は
国
体
に
出
場
し
て
優
勝
す
る

こ
と
で
す
。
と
い
う
の
で　

あ
き
れ
た

も
の
だ
』
と
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

九
七
九
年
頃
、
国
体
山
岳
競
技
に
関
し

て
県
だ
か
国
の
補
助
金
が
出
る
と
か

（
細
か
い
こ
と
は
失
念
）
で
群
馬
岳
連

で
も
人
を
出
す
話
題
に
な
っ
た
と
き

「
そ
う
い
う
こ
と
は
相
容
れ
な
い
」
の

考
え
を
述
べ
る
方
が
『
少
し
大
人
に

な
っ
て
』
と
言
わ
れ
て
い
る
の
を
聞
い

て
『
大
人
と
は
そ
う
い
う
も
の
か
』
と

当
時
学
生
だ
っ
た
私
は
感
じ
ま
し
た
。

本
多
勝
一
氏
の
『
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク

を
失
っ
て
、
山
は
死
ん
だ
』
を
意
図
す

る
本
な
ど
を
読
ん
で
（
中
学
校
２
年
の

教
科
書
に
も
書
か
れ
て
い
た
）
育
っ
た

山
ヤ
の
時
代
で
し
た
か
ら
。

　

で
は
今
、　

お
前
は
山
岳
界
復
興
・

会
員
増
加
の
た
め
に
何
を
し
て
い
る
の

か
、
で
き
る
の
か
…
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

私
は
、
や
は
り
登
山
活
動
は
天
然
の

中
に
求
め
ま
す
。
最
近
一
番
の
楽
し
み

は
山
ス
キ
ー
で
す
（
手
首
を
傷
め
て
し

ま
い
岩
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
止
め
て
い
ま

す
）。
登
山
と
し
て
雪
山
の
良
さ
は
登

山
道
と
関
係
な
く
ル
ー
ト
を
自
分
で
決

め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
パ
イ
オ
ニ
ア
の

要
素
が
あ
り
ま
す
。
最
近
『
滑
り
』
が

大
分
上
達
し
て
「
頂
上
直
下
の
美
味
し

い
と
こ
ろ
は
２
回
滑
る
」
と
い
う
意
識

の
余
裕
が
で
き
ま
し
た
。
頂
上
で
の

ビ
ー
ル
も
う
一
本
よ
り
も
滑
り
の
も
う

一
本
を
愉
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
滑

り
方
を
し
て
い
る
と
「
頑
張
っ
て
ま
す

ね
ー
」
な
ど
と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
し

ま
す
…
そ
ん
な
話
か
ら　

ど
ち
ら
の
会

で
す
か
と
聞
い
て
群
馬
岳
連
に
誘
い
込

も
う
と
し
ま
す
…
ま
だ
成
功
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
街
角
で
勧
誘
す
る
よ
り
は
成

功
率
は
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

話
は
飛
び
ま
す
が
、
境
町
山
の
会
の

小
暮
さ
ん
は
そ
う
い
う
「
一
本
釣
り
」

で
新
人
を
入
会
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
ら

し
い
で
す
…
い
っ
ぺ
ん
体
験
談
を
話
し

て
も
ら
っ
た
ら
有
用
か
と
感
じ
ま
す
。

　
『
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
』

と
い
う
諺
の
よ
う
に
登
山
よ
り
派
生
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
界
か
ら
優

れ
た
山
岳
ク
ラ
イ
マ
ー
が
現
わ
れ
る
と

良
い
な
あ
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
最
後

に
提
案
が
あ
り
ま
す
。
各
競
技
会
の
大

会
長
挨
拶
に
会
員
募
集
を
入
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
受
付
で
は
傘
下
山
岳

会
の
名
前
・
連
絡
先
・
集
会
日
・
年
会

費
・
集
会
場
所
か
ら
最
も
遠
方
の
会
員

住
所
な
ど
を
記
載
し
た
一
覧
表
を
配
っ

て
お
く
の
で
す
。『
会
員
倍
増
計
画
』

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

雑
　
　
感大

間
々
山
岳
会
　
福

田

純

一

石
井
謙
一
郎
氏
米
寿
迎
え
ら
れ
る

　

石
井
謙
一
郎
氏
は
大
正
十
五
（
一
九

二
六
）
年
七
月
二
十
六
日
に
ご
誕
生
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年

か
ら
十
年
間
群
馬
岳
連
理
事
長
、
昭
和

五
十
九
年
か
ら
十
四
年
間
群
馬
岳
連
副

会
長
を
つ
と
め
ら
れ
る
な
ど
、
群
馬
県

山
岳
連
盟
の
礎
を
築
か
れ
た
。
平
成
二

十
六
年
六
月
七
日
、「
群
馬
岳
連
石
井
謙

一
郎
元
副
会
長
の
米
寿
祝
い
の
会
」
が

盛
大
に
開
か
れ
、
多
く
の
方
の
お
祝
い

を
受
け
ら
れ
た
。
尚
、
石
井
謙
一
郎
氏

か
ら
岳
連
発
展
の
た
め
に
と
九
万
円
の

寄
付
金
を
い
た
だ
い
た
。

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
長
賞

　
　
村
上
泰
賢
氏
、
大
澤
咲
子
氏
、

　
　
細
野
か
お
り
氏

　

岳
連
参
与
村
上
泰
賢
氏
は
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
賞
を
、
ま
た
、
国
体
山
岳
競
技

成
年
女
子
リ
ー
ド
第
五
位
入
賞
の
大
澤

咲
子
、
細
野
か
お
り
両
選
手
は
優
秀
選

手
賞
を
受
賞
し
た
。
表
彰
式
は
二
月
十

四
日
、
群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。

八
月
十
一
日
は
『
山
の
日
』

み
ん
な
で
ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ
う

　
「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
」
と
い
う
趣
旨
で
祝

日
『
山
の
日
』
が
制
定
さ
れ
た
。
二
〇

一
六
（
平
成
28
）年
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

岳
連
ト
ピ
ッ
ク
ス
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